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丹羽文雄記念室の語り部
（左から水越正明さん、森川登志子さん、山本友恵さん、

廣田昌子さん）

丹羽文雄記念室（博物館３階）で来館者向けに解説す
るボランティアグループ「丹羽文雄記念室の語り部」の
皆さんにお話を伺いました。

■きっかけは句碑を彩る花（森川さん）
「丹羽文雄記念室の語り部」の募集があった当時、丹羽
文雄について詳しく知っていたわけではありませんが、
母が購入していた雑誌に作品が掲載されていて、「こん
な人もいるんだ」と思っていました。鵜の森公園には丹
羽文雄の句碑があり、その周りに花を植える手伝いをし
ていたという縁もあって、知人に誘われて「丹羽文雄記
念室の語り部」に参加しました。
「丹羽文雄記念室の語り部」は平成18年に設立し、現在

は６人で活動して
います。普段はメ
ンバーが交代で博
物館３階の丹羽文
雄記念室に立ち、
来館者に対して丹
羽文雄の作品や生
涯を紹介していま
す。

■自分の生き方に重ね合わせて（廣田さん）
語り部を始めた頃は「それほど作品を読んでいないの
に語り部なんてできないぞ」と人に止められましたが、
研修を通じて少しずつ丹羽文雄のことを知ってきまし
た。「人間らしく、正直に生きている」というのが彼の
印象ですね。最後は宗教に行き着くというところも含め
て、自分も年を重ねるにつれて少しずつ理解できるよう
になってきました。→
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ちょうど母の介護をしていた時期に「厭
いや

がらせの年
齢」※を読みましたが、現代に通じるこの作品を終戦直後
の時代に書いた丹羽文雄は、本当にすごい人だと思いま

した。
※�昭和22年発表。現
代大きな社会的課
題となっている高
齢者問題をいち早
く取り上げた作品

■作品だけではない丹羽文雄の魅力（水越さん）
丹羽文雄の名前は子どもの頃から知っていましたが、
大学１年生の頃、郷里の作家について書くという課題を
機に初めて丹羽作品を読みました。
丹羽作品は「生母もの」から「マダムもの」へ、最終

的には宗教的なものへと移っていきます。その根底にあ
るのは、「人間はどう生きるか」ということ。“生きる”
とは何かを突き詰める―丹羽文雄の魅力はそこにあると
思います。
それだけではなく、丹羽文雄は後輩の面倒をよくみま

した。私費を投じて同人誌をつくり、後進を育成したの
です。さらに、文学者のための社会保険制度を創設しま
した。単に売れればいいということではなく、還元して
いくという人間性に魅力を感じますね。

■語り部をやってきてよかった（山本さん）
自分の子どもの手が離れ
たとき、図書館で「日日の
背信」という作品を読んで
衝撃を受けました。人に頼
まれて語り部に参加したと
きはその印象しかなかった
のですが、研修でいろいろ
と丹羽文雄について教えて
もらううちに、物事を深く
考えるすごい人物だと感じ

るようになりました。
今は「語り部をやってきてよかった」と思います。語
り部をしていると、いろいろな人が来てお話しするので、
人生の勉強になります。
もっと多くの人に丹羽文雄について知ってほしいです
ね。子どもに内容まで説明するのは難しいですが、「こう
いう人がいたんだ」と名前だけでも記憶に留めておいて
ほしいです。そして、いつか大人になって思い出したと
きに読んでもらえるといいですね。

→
４月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

丹羽文雄記念室行事　作品朗読会

　「古里の寺」を朗読し、記念室を案内します。
時４月20日（土）　10：00～12：00
　（当日、先着順）
所１階　講座室　 
定50人　 料無料

■丹羽文雄とは
明治37年に四日市市浜田で誕生。生家は寺でした
が、文学への志を断ちがたく、生母をモデルとした
「鮎」の好評を機に僧職を捨て上京しました。
昭和10年代には時代を代表する中堅作家として
の地位を築き、その後、半世紀にわたって第一線で
活躍しました。
昭和52年に文化勲章を受章。その翌年には四日市

市名誉市民となりました。

【代表作】
・「鮎」（昭和７年）
・「菩

ぼ

提
だい

樹
じゅ

」
　（昭和30年連載開始）
・「親

しん

鸞
らん

」
　（昭和40年連載開始）
　など


